
（別紙３）

～ 令和8年3月20日

（対象者数） 17 （回答者数）
15

～ 令和8年3月20日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援に質の更なう向上を目指し、定期的な職員研修や外部研修への参加を推

進し、専門的知識・技術の習得に努めて参ります。

また、個別支援計画の見直しや支援内容の検証を行い、より効果的な支援へ

繋げていきます。あわせて、保護者への情報発信や相談支援の充実を図り、

家庭と連携した支援体制の強化に取り組みます。

2

今後は、より実生活に即した支援を充実させるため、個々の課題や特性に応

じた活動内容の見直しを行い成功体験を積み重ねられる機会をさらに増やし

ていきます。また買い物体験や時間管理等の実践的な活動の幅を広げるとと

もに振り返りの機会を設ける事で、経験を定着へ繋げていきます。加えて、

保護者との情報共有や関係機関との連携を一層強化し家庭や学校との一貫し

た支援体制を整えて行きます。職員間でも支援方法の共有や研修を行い、支

援の質向上に継続的に取り組んで行きます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動内容の固定化を改善する為、職員間で活動アイデアや実践例を

共有する機会を定期的に設け、支援の幅を広げていきます。また、

年間・月間の活動計画を見直し、意図的に多様な体験活動を取り入

れる事で、偏りのない支援内容となるよう工夫して行きます。

2

地域資源や外部機関の活用を進め、買い物体験や社会参加の機会を増やすこ

とで、実生活に即した経験の充実を図ります。加えて、活動後の振り返を職

員間でおこない、良かった点や改善点を共有する事で、継続的に支援の質の

向上に繋げていきます。

3

当事業所の強みは子どもが「楽しい」と感じながら成長出来る支援

を重視している点です。遊びや集団活動を通して成功体験を積み重

ね、自信や意欲を育てています。また、個別支援と集団活動をバラ

ンスよく取り入れ、社会性やコミュニケーション能力の向上にも繋

げています。

個々の発達段階に応じて、目標を設定し視覚支援やスモールステップでの課題

設定を行い、達成感を感じられるよう工夫しています。また、コグトレやソー

シャルスキルトレーニング（SST）等を取り入れ、楽しみながら認知機能や社

会性の向上に繋がる取り組みを意欲的に実施しています。さらに定期的なケー

ス検討や職員研修を行い、支援方法の見直しと専門性向上にも努めています。

「できることを増やす」だけではなく、「実生活で使える力」に結び付けて

日々の支援を取り組んでいる点です。活動の中で、買い物体験（昼食の購入や

おやつの購入等）や時間を意識した行動、ルールのある遊び等を取り入れ、社

会生活を意識した経験を積めるよう工夫しています。また、トラブル場面も学

びの機会と捉え、気持ちの伝え方や折り合いの付け方を丁寧に支援していま

す。

・「できる事を増やす」だけで終わらず、→買い物・時間管理・ルール理解等

日常生活で使える力に結び付けている。

・座学ではなく、活動（買い物体験・遊び）を通して、実感しながら学べるよ

うに工夫。

・トラブル＝ダメではなく→成長のチャンスとして捉えている

気持ちの伝え方、折り合いの付け方を丁寧に支援

・「個」と「集団」の両方を育てる意識

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個々の特性に応じた支援は行えているものの、活動内容が一部固定

化している面があり、より多様な経験機会の提供に課題がありま

す。

個々の特性に応じた支援は行えている一方で、活動内容が一部固定

化している要因として、日々の支援の準備や安全面への配慮を優先

する中で、新たな活動を企画・検討する時間が十分に確保できてい

ない点があげられる。また、職員ごとの経験や得意分野に依存する

傾向があり、活動のアイデアや実践例の共有が十分ではないことか

ら結果として内容が限定的になっている側面がある。

実生活を意識した取り組みについて、実施はしているものの、振り

返りや定着を意識した支援が十分とは言えず、学びを深める工夫が

必要

・活動後に個別で振り返りを行う時間や仕組みが十分に確保できていない。

・振り返りの方法や視点が職員間で統一されておらず経験を言語化したり次の

行動に繋げたりする支援が不十分になっている側面がある。

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月30　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　みらすくキッズたいよう

○保護者評価実施期間
令和8年2月20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

放課後等デイサービス　みらすくキッズたいよう
公表日 年月日

利用児童数 18（うち兄弟利用家庭：１組） 回収数 配布17/回収15

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

14 1

・学習室や身体を動かすことが出来る療育室、

ゆっくり体を休める事が出来る和室等の個室も

充実していると思います。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

14 1

・適切に配置されていると思います。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思

いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー

化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 14 1

・ほとんど死角がなくどのフロアーにしても子

どもを目視することが出来ると思います。

・玄関の段差があるので車椅子等の使用は難し

いと思います。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
15

・いつも清潔にキレイに保たれていると思いま

す。療育室内がごちゃごちゃしていないので子

ども達も過ごしやすいと思います。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支

援が受けられていると思いますか。 
15

・学校での困り感や様子について相談をすると

すぐに学校側や児童本人との話をしてくれてト

ラブルの解決へ繋げてくれるので本当に助かっ

ています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
13 1 1

・どこに公表しているのか分からない。

・確認をしたことが無い

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。 14 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いま

すか。 14 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

14 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま

すか。
13 1 1

・色々な活動が組み込まれていると思います。

特に夏休み等の長期休暇は普段、体験できない

事をたくさんさせてもらい充実した夏休みにな

りました。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機

会がありますか。
5 4 2 4

・子どもからあまり聞いたことが無い

・利用を開始したばかりなのでどちらとも言え

ません。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がありましたか。
15

・利用契約の際にしっかり説明を受けました

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ

ましたか。
13 1 1

しっかり説明してくれます。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 9 2 1 3

自宅での困り感を相談したり、対応方法を相談

すると親身になって対応してくれます。

利用を開始したばかりなので詳しい事は分かり

ませんが機会があれば参加したいです。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況

について共通理解ができていると思いますか。
14 1

送迎時による日々の申し送り時にしっかり状況

を共有してもらえている。事業所で体調に不調

があった場合は電話で連絡してくれて対応も迅

速でありがたいです。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

13 1 1

最低でも６カ月に１度のペースで面談（モニタ

リング）の開催があります。また、困り事を相

談すると直ぐに面談を設定して対応してくれま

す。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

15

普段から親身になって話を聞いてくれて、相談

にも寄り添って共感してくれます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交

流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ

うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が

設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
10 1 4

親子レク大会に家族で楽しく参加させていただ

きました。保護者同士の交流があまり出来な

かったので、大変だとは思いますが、またイベ

ントを開催していただけるといいな・・と思い

ます。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい

るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて

周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

ますか。
14 1

困り感や悩みを連絡帳に記載したり、直接電話で相談

したりさせてもらっています。忙しい業務の中いつも

丁寧に対応してくださり感謝しています。こども自身

も親には言えないことをスタッフさんに相談したり話

を聞いて貰えたりしているみたいです。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている

と思いますか。
13 2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発

信されていますか。 13 2

ホームページを私がなかなか見る機会が無く、

SNSの発信もされているとは思いますがあるか

は分からない。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

15

しっかり管理していると思う。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて

いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 11 1 3

分からない、聞いたことが無い。

説明を受けたが忘れているかもしれない内容を

詳しく覚えていない。避難訓練をしていると子

どもから聞いた事がある

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な

訓練が行われていますか。
14 1

契約の時に訓練を行うと説明を受けた。実際に

１カ月の活動予定表にも「避難訓練」と定期的

に記載されている。

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される

等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか

 。 12 1 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や

事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
14 1

活動中の擦り傷や小さなケガは必ず送迎時に申

し送りがあります。スタッフさんが伝え忘れた

際は管理者から電話で連絡が入ります。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

14 1

本人にとっても心の寄りどころになっているく

らい安心感のある場所になっています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

12 2 1

日々のプログラムが充実していて楽しんでいます。こともが楽

しむ工夫が多く施されていて、やる気に繋がっています。本人

が楽しみにしている活動内容の日は嬉しそうに行きますが苦手

な子がいると気分が乗らない日があります。

29 事業所の支援に満足していますか。

15

子どもとちゃんと向き合ってくれて、その子の

ペースに合わせてくれていること、寄り添って

くれていること、本当に感謝しています。

・お子様にとって安心安全を第一に考え療育室を

清潔に保つ事を意識しております。今後も子ども

達が安心して過ごせる環境作りに尽力して参りま

す。

・お子様やご家族の困り感にしっかり寄り添い安心して

日常生活を送ることが出来るようサポートさせて頂いて

おります。今後も各関係機関と連携しお子様が安心して

過ごす事が出来る環境設定を行って参ります。

・概ね公表している支援プログラムに沿った支援を実施

していますが、一部活動内容や説明に分かりにくい点が

あるため、保護者へより丁寧に説明を行うとともに、プ

ログラム内容の見直しを行い、実態に即した形で改善し

ていきます。

・お子様の特性や課題、保護者様のニーズを踏まえた個

別支援計画の作成に努めていますが、より客観的な視点

での分析や情報共有を強化する為、職員間でのケース会

議や記録の充実をはかり、支援の質の向上に努めていき

ます。
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放課後等デイサービスガイドラインに基づき、「本人支

援」「家族支援」「移行支援」の視点を踏まえ、お子様

一人ひとりの特性や課題に応じた必要な支援項目に対し

て具体的な支援内容を明確にし、個別支援計画に反映し

ています。今後も定期的な見直しを行い、より適切な支

援の提供に努めて参ります。

個別支援計画に沿った支援の実施に努めていますが支援

内容の統一や職員間での理解にばらつきが見られる事が

ある為、記録の充実やケース会議の実施を通して、より

計画に基づいた支援の徹底を図っていきます。

活動プログラムが固定化しないよう工夫していますが、

一部に同様の活動が継続する系買おうがあるため、職員

間でのアイデア共有や研修を通して、新しい活動の導入

や内容の見直しを行い、より多様なプログラムの提供に

努めていきます。

お子様一人ひとりの特性環境や環境への配慮を最優先

し、現在は外部との交流の機会は限定的としています。

今後は保護者様のご意向も踏まえながら、無理の無い範

囲で地域との関りの機会を検討して参ります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

・運動療育を実施出来る療育室をはじめ、学習

室、和室、その他個室を設けて気持ちの切り替え

が必要な場面でもしっかり対応する事が出来るよ

うスペースを設けております。

・個々の対応が行えるように配置基準を満たした

職員を配置しております。今後もお子様が安心し

て過ごす事が出来るように配置基準を徹底し療育

の提供を行って参ります。

・子ども達の気持ちの切り替え、行動の切り替え

がスムーズに行えるよう使用する用途で部屋分け

を行っております。バリアフリーにつきましては

今後必要に応じて検討して参ります。

お子様や保護者の方の気持ちに寄り添う事を意識し、共

感的な支援に努めています。日々の関わりの中で信頼関

係の構築を図っていますが、より一層丁寧な対応ができ

るよう職員間での振り返りや研修を通して質の向上を

図っていきます。

現時点では、保護者会の定期的な開催や兄弟児向けのイ

ベントは十分に実施できていませんが、行事等を通して

交流の機会づくりに努めています。今後は、保護者同士

の繋がりや兄弟児へのイベントの企画を検討し、家族全

体を支える支援体制の充実を図っていきます。

お子様の特性に応じた関りや分かりやすい伝え方を意識し、意思

の疎通が図れるように努めています。また、保護者の方へは連絡

帳た口頭での情報共有を行っています。今後はより個々に応じた

伝達方法の工夫や情報共有の充実を図り、より丁寧な対応に努め

ていきます。

おたよりや連絡帳等を通して活動概要や行事予定の発信を行って

います。また、必要に応じてホームページ等も活用しています。

自己評価の公表についても実施していますが、より分かりやすい

発信方法や周知の工夫について今後検討して参ります。

相談対応の体制は整えており、連絡帳や電話、面談等を

通して相談出来る環境を設けています。また、契約時に

相談方法について説明を行っています。相談や申し出に

は速やかに対応するよう努めていますが、今後はより分

かりやすい周知や対応の質の向上に取り組んで参りま

す。

個人情報の重要性を十分認識し、適切な管理・取り扱いを徹底し

ています。個人情報保護に関する規定を整備し、職員への周知を

行うとともに、書類の施錠管理やデーターの適切な管理を行って

います。今後も引き続き、適正な取り扱いに努めていきます。

各種マニュアルは整備しており、職員への周知を行っています。

保護者の方へも契約時に説明を行っていますが、継続的な周知に

ついては今後さらに工夫して行きます。訓練についても実施して

いますが、より実践的な内容となるよう見直しを行い、対応力の

向上に努めていきます。

避難訓練は定期的に実施しており、災害時の行動につい

て確認を行っています。一方で訓練内容の充実や想定の

幅を広げることについての課題もあるため、今後はより

実践的な訓練となるよう見直しを行い、対応力の向上に

努めていきます。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

お子様一人一人の特性やニーズに応じた支援を行い保護

者の方とも連携しながら丁寧な対応に努めています。今

後もより質の高い支援を提供できるよう保護者の方から

のご意見を大切にしながら支援の内容た対応の質の向上

に努めて参ります。

事故発生時には速やかに連絡と状況の説明を行うよう努

めています。保護者の方に安心していただけるよう対応

していますが、より分かりやすく丁寧な説明となるよ

う、対応方法の見直しや職員間での共有を強化していき

ます。

多くのお子様が安心して通所できていますが、環境の変

化や気持ちの揺れがある際には不安が見られることもあ

ります。その都度、個々の状況に応じた関りを行い、安

心して過ごせるよう配慮して参ります。

多くのお子様が通所を楽しみにしていますが、その日の

気分や体調、活動内容によって気持ちの波がみられる事

があります。個々の状況に応じた関りを行い、楽しく通

所出来るよう配慮して参ります。

安全確保に関する取り組みは行っていますが、計画の周

知や説明については十分でない部分があると認識してい

ます。今後は保護者の方への分かりやすい説明や情報発

信を強化し、安全策の見える化を進めていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時に運営規定や支援プログラム、利用者負担等につ

いて書面を用いて丁寧に説明を行っています。また、ご

不明な点については随時ご質問に対応し、保護者様にご

理解いただけるよう努めています。

個別支援計画に基づき支援内容の説明を行ってい

ますが、一部説明が十分でない場合があるため、

説明方法の見直しや面談機会の充実を図り、より

分かりやすい説明に努めて参ります。

現時点では家族支援プログラムや保護者向け研修会の実施は行っ

ていませんが、個別相談や連絡帳、日々の申し送りを通じて情報

提供や助言を行っています。今後は、保護者の皆さまへ支援の充

実を図るため、研修会やプログラムの導入について検討してまい

ります。

日常的に連絡帳や口頭でのやり取りを通して情報共有を行い、お

子様の状況について保護者の方と共通理解をはかるよう努めてい

ます。一方で十分にお伝えしきれない場合もあるため、今後は面

談機会の充実や情報提供の工夫を行い、より丁寧な共有を目指し

ていきます。

現状は主に個別の相談や面談、連絡帳を通して助言等の

支援を行っています。定期的な面談の機会については今

後更に充実させ、保護者の方への継続的な支援体制を強

化していきたいと考えています

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

放課後等デイサービス　みらすくキッズたいよう
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6 1

・「学習」「静的活動」と「運動」「「遊び」のスペー

スを明確に分離し、混雑や刺激過多を防いでいる。・

クールダウンスペースや個別対応が出来る芭蕉を設けて

いる。

・活動内容によっては十分な広さが確保できない（運動

系プログラム等は制限がかかる場合がある）・音や刺激

のコントロールが難しい場面がある（同一空間で複数活

動を行う際に課題がでやすい）

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。

5 2

・ASDやADHD等個別支援が必要な児童には見守り・個

別対応が出来るよう職員配置を手厚くしている。・リー

ダー・サブ・個別対応担当など役割を決め、効率的に支

援ができる体制を整えている

・利用児童の特性が重なると人手が不足しやすい：行動面や情緒面の

支援が必要な児童が多い日に負担が集中する。・急な欠勤への対応：

突発的な職員不足時に配置基準は満たしていても支援の質が低下する

場面がある。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された 環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 5 2

活動ごとにエリアを分け、掲示や色分け、写真・イラス

トで場所や用途を明確化している。・一日の流れをスケ

ジュール化し絵カードやイラストで提示し、見通しを持

てるようにしている。

・個別ニーズへの対応の限界：感覚特性や認知特性が多

様で、全てに対応しきれない場合がある。

・同一空間で複数活動を行う際、音や動きによる影響が

出やすい

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7

・毎日の清掃に加え机・ドアノブ・遊具等の定期的な消

毒を実施。・使用する物品の定位置を決め、子どもにも

分かりやすく掲示。・静と動の活動を区別し、集中しや

すい環境を整備

・限られたスペースの中での活動を分けきれない場面が

ある。・湿度・音・光などの感じ方に個人差があり、全

員にとって最適な環境調整が難しい

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
7

・クールダウンや気持ちの切り替えが出来るよう、静かなスペースや

個別対応エリアを設けている。・使用時のルールを明確化し「どのよ

うな時に利用できるか」を分かりやすく伝え、安心して使用できる様

にしている

・複数児童が同時に必要とする場合の調整が課題。

・見守りとのバランス：個別対応に職員が付く事で全体

の見守りが手薄になる可能性がある

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。
6 1

・小さな改善の積み重ね：日々の気づきを共有しやすい

雰囲気づくりを行い、即時改善に繋げている。・定期的

な職員会議で目標設定と振り返りを行い、出来るだけ多

くの職員が意見を出せる場を設けている。

・参加の偏り：一部の職員には発言や役割が集中し、全

員参加が十分でない場合がある。・共通理解の不足：

PDCAの目的や進め方について、職員間で理解の差があ

る

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
6 1

・日常的な意見の収集：送迎時や連絡帳等を通して、日頃から保護者

の声を把握できるように努めている。

R７年４月運営開始の為、今回が初めての評価になるが集計結果を職

員間で共有し、課題や改善点を明確化している。

・回答のばらつき：忙しさ等により未提出の保護者もお

り全体の意見把握が難しい現状がある。・抽象的な意見

の具体化や、優先順位付けが難しいところがある

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
7

日常的な意見収集の取り組み：朝礼・終礼や申し送り時に気づきや課

題を共有できる体制を整えている。

意見を出しやすい環境づくり：発言しやすい雰囲気づくりを心がけ、

経験年数に関わらず意見を尊重している。

・消極的な職員への配慮：発言が苦手な職員からの意見

取集が不十分になる事がある。

・継続性の課題：単発の取り組みで終わらず、継続的な

仕組みとして定着させる必要がある。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改 善につなげている

か。
1 6

現在、第三者による外部評価は未実施であるが、職員間での振り返り

や保護者・関係機関からの意見をもとに日々の業務改善に努めてい

る。今後はより客観的な視点を取り入れるため外部評価の実施につい

ても前向きに検討していく

第三者により評価が無い為、評価が主観的になりやす

い。・外部の専門機関からの体系的な評価を受ける機会

が少ない。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
7

定期的に内部研修や事例検討を行い、実践的な学びを深

めている。・研修受講者が職員間で共有し、全体のスキ

ル向上に繋げている・障害特性や支援技術に関する研修

へ積極的に参加出来るように調整している

シフトや業務の都合により、全職員が均等に参加できな

い場合がある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

7

・子どもの成長や変化に応じて、支援プログラム会議を開き定期的に

プログラムの見直しを行っている。

一人ひとりのニーズや目標に基づき、支援プログラムを作成してい

る。・月ごとのプログラムを作成し各家庭へ配布している。

・公表、配布をしていても保護者に十分伝わっていない

事がある。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。 7

・モニタリングを行い、子どもの成長や状況の変化に応

じて計画を修正している。

・面談や日々の観察、関係機関からの情報をもとに子ど

もの特性や課題を多面的に把握している。

・計画内容が変場の支援に十分反映されない場合があ

る。・本音や潜在的なニーズを十分に把握しきれない事

がある。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 7

・日常の支援記録や申し送りをもとに、多職員の視点を計画に反映し

ている。・職種や経験年数に関わらず意見を出しあい、多角的な視点

で検討している。・子どもの発達や生活全体を見据えた目標設定を行

い、無理の無い支援内容を検討している。

・全職員が揃って検討する時間の確保が難しい。

・計画内容の理解に差があり、支援の統一が不十分にな

る事がある

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
7

・作成した個別支援計画を職員全体に周知し、いつでも

確認できる環境を整えている。

・ミーティングや会議等で支援目標や関り方を確認し、

理解を深めている。

・職員によって計画内容の理解に差が生じることがあ

る。・情報量が多く、重要ポイントが十分に伝わりにく

い場合がある。・記録が形だけになり、振り返りや改善

に十分活かされて居ない事がある

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。 7

・日々の活動場面での行動観察や記録を通して、実際の

適応行動を継続的に把握している。

・保護者や学校、関係機関からの情報も取り入れ、生活

全体を踏まえた評価を行っている。

・多くの情報を整理・分析する事に時間が掛か

る　　　　・インフォーマルな観察は主観が入

りやすく、記録の質に差が出る事がある

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項 目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

7

・「本人支援」「家族支援」「移行支援」「地域連携」の視点を取り

入れ、漏れの無い計画作成を行っている。・個別ニーズに応じた項目

設定：アセスメント結果をもとに、こども一人ひとりに必要な支援項

目を設定している。・抽象的な表現にとどまらず、実際の関わりや活

動内容を明確に記載している。・保護者の意向や学校・関係機関の情

報を反映し生活全体を見据えた支援内容としている。

・計画内容が日々の支援に十分に反映されていない事が

ある。

・職員によってガイドラインの理解に差があり、支援の

質に影響場合がある。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

7

・毎月活動内容検討についてのミーティングを行い、意

見を出し合いながら立案している。・実施後に職員間で

評価・振り返りを行い、次回の改善に繋げている

・振り返りが十分に次の活動に活かされない事がある

・業務の都合により、寿分な話合いの時間が取れない事

がある

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

7

・運動、創作、学習、社会体験等バランスよく取り入

れ、幅広い経験ができるよう工夫している。

・子どもの興味や希望を聞きとり、活動内容に反映して

いる。

・安全性や準備のしやすさから、似た内容に偏りが出る

場合がある

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
7

・発達段階（認知・言語・社会性）や特性

（ASD/ADHD）を踏まえ、個別・集団の割合を調整し

ています。また、保護者や学校からの情報も反映し、実

生活に繋がる支援を意識しています。

集団活動が固定化しやすい（同じ活動内容の繰り返しに

なりやすい）。個別→集団への移行が曖昧

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して 支援を行っている

か。 7

支援開始前に短時間でも必ず打ち合わせを行い、当日の

流れを確認している。利用児童の状況（情緒・体調・学

校での様子等）を共有。主担当・サポート・見守り等役

割を事前に設定している。

状況によって臨機応変な対応が必要だが、責任の所在が

不明確になる事がある。・打ち合わせ内容が現場で十分

に活かされて居ないことがある。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7

支援終了後に短時間でも必ずミーティングを行実施。

当日のうちに共有する事で記憶が新しいうちに振り返り

を行っている。振り返り内容を支援記録に反映し、次回

の支援に活かしている。

参加できない職員に情報が十分に共有されていない場合

がある。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
7

支援終了後にできるだけ速やかに記録を作成し正確に正

確に残す事に努めている。記録フォーマットを統一化し

誰が書いても一定の質を担保。主観ではなく、事実sや

具体的な行動・発言も記載している。

職員によって記録の詳しさや支店に差がある場合があ

る。改善策：記録を基にした振り返りやケース検討を実

施していく

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
7

・一定期間ごとにモニタリングを実施している。

・実施時期を管理し、漏れがないようにしている。

・保護者、学校、関係機関からの情報も取り入れ総合的

に判断している。

・明らかに課題があっても、定時期まで見直しが行われ

ない場合がある。改善策：随時の見直しを意識していく

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
7

・児童一人ひとりの目標に応じて活動内容を調整している。・同じ活

動でも関わり方や難易度を変える事で個別性を確保している。「自立

支援」「創作活動」「地域交流」「余暇」の要素をバランスよく取り

入れた活動が組み合わされるよう工夫している

・特定の活動に偏りやすい。・地域交流の機会不足：実

施頻度が少なく、継続的な関わりになっていない・改善

策：地域資源の活用と計画的な実施を意識していく。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
7

・「どっちにする？」等日常的に選ぶ経験を積めるよう

配慮している。・「２択」から始め、徐々に選択肢を増

やすなど段階的に支援している。・成功体験を重ね、自

信へ繋げている。

・自己決定を尊重する姿勢にばらつきがある。改善策：

支援方針の共有を図っていく。・実質的に選択肢が限ら

れている。改善策：本人の意思が反映される実質的な選

択肢の提示を行っていく

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7

基本的に児童の状況を日常的に把握している児童発達支

援管理責任者が参加をしている。・日々の記録やモニタ

リング結果をもとに現状・課題・支援内容を整理してい

る。

会議の内容が全職員に十分に伝わらない事がある。

改善策：記録屋ミーティングで確実に共有する仕組み作

りを行っていく。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
6 1

・必要に応じてケース会議や担当者会議に積極的に参加

を行っている。・保護者の意向を確認しながら関係機関

との連携を図っている。

・機関によって連携の密度に差がある。

改善策：定期的な連絡会の設定、関係性の構築を図って

いく。・状況変化の共有が遅れる場合がある。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。 7

・必要に応じて学校訪問や担任との面談を実施し連携を

図っている。・学校側の支援方針や配慮事項等を確認し

共通理解を図るよう努めている。・学校から得た情報を

職員間で共有し支援内容に反映している。

今後も学校と積極的に情報交換を行い、児童の安心安全

を図っていきます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
6 1

・引継ぎ資料や支援記録を活用し、これまでの支援内容

を把握するよう努めている。・保護者から就学前の様子

や困りごと、効果的だった支援方法を聞き取り支援へ活

かしている。

・児童によっては引継ぎが十分に行われないケースがあ

る。改善策：情報収集の手順やチェックリストの整備を

行う。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。 7 該当児童無し

現在、学校卒業に該当する児童及び障害福祉サービス事

業所等へ移行する該当児童は居ないが、該当する場合に

はこれまでの支援内容や経過等を適切に整理し、関係機

関へ情報提供を行う体制を整えている。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
3 4

行動面や発達面で対応が難しいケースについて専門職か

ら助言を受けている。・必要に応じて児童発達センター

へ相談し、専門的な助言を受けられる関係づくりをおこ

なっている。

必要な時のみの関わりとなり、継続的な連携が不足して

いる。改善策：定期的な相談や情報交換の機会を設けて

いく

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
4 3

・子どもの特性や不安に配慮し、安心して参加できる環

境を整備している。・事前にルールや関わり方を伝える

（ＳＳＴ的な関り）。・活動後は振り返りを行い、成功

体験や課題を整理し次へ繋げている

・実施頻度が少なく、継続的な関わりになっていない。

改善策：年間計画に組み込み、定期的な交流機会を確保

していく

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

7 令和８年度は参加無し

・自立支援協議会の役割や活用方法について理解が十分

でない。改善方法：年間スケジュールを把握し、事前に

調整を行って行きます。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
7

送迎時の口頭連絡や、連絡帳等を通しその日の様子を具

体的に伝えている。事業所からの報告だけではなく家庭

での様子や困りごとも積極的に聞きとっている。

・職員によって伝える内容や深さに差が出る事がある。

事業所と家庭で子どもの見え方が異なる場合がある。送

迎時の短時間では十分に伝えきれない事がある

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や

情報提供等を行っているか。 6 1

・子どもの特性理解や関わり方について、個別相談や面

談を通して具体的な助言を行っている。・連絡帳や送迎

時に子どもの様子や関り方を伝え、家庭での対応に繋げ

ている。

単発の支援で終わらず、継続的なフォロー体制の構築が

必要。・提供した内容が家庭で十分活かされているか把

握しにくい

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
7

・利用開始時に書面を用いながら、運営規定や支援内

容、利用者負担について分かりやすく説明している。

・契約時だけでなく、必要に応じて随時説明や再確認を

行っている。

・説明内容がどの程度、理解されているか把握しにく

い。・説明内容が多く、一度で理解しきれない場合があ

る。・職員によって説明の仕方や内容に差が出る可能性

がある。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 7

・年齢や発達に応じて、選択肢提示や分かりやすい説明

を行い、本人の気持ちを確認している。

・子どもの発達や生活全体を考慮しながら、保護者の意

向とバランスを取り支援内容に反映している。

・年齢や特性により、本人の意思を寿分に引き出す事が

難しい場合がある。

・保護者の希望と子どもの状況とのバランスを取る事が

難しい場合がある。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
7

・面談時の場で計画書を提示し、支援目標や支援内容に

ついて分かりやすく説明している。

・専門用語を避け、具体例を交えながら保護者が理解し

やるい説明を心がけている。

・説明した内容がどの程度理解されているか把握しにく

い部分がある。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
7

保護者からの子育てに関する悩みや相談については送迎時の対話や連

絡帳、電話等を通して日常敵に相談しやすい関係づくりを心がけてい

る。また、必要に応じて個別面談の機会を設け、子どもの様子や課題

の共有をしながら具体的な助言や支援に繋げている。

相談対応の内容について、職員間での共有や対応の統一

が不十分な場合があるため、記録の徹底や情報の共有の

仕組みの見直しが求められる。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をし ているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

7

兄弟同士の交流会については行事やイベント（親子レク

等）時に参加出来る機会を設ける等、無理の無い範囲で

関りを提供している。その際には安全面や個別の状況に

配慮しながら、安心して参加出来る環境づくりを行って

いる。

交流出来る機会を設けているものの、参加率にばらつき

があり十分な交流の場となって居ない点が課題である。

また、保護者によって交流へのニーズ差があるためアン

ケート等で意向を把握し、ニーズに応じた内容の工夫を

行う必要がある。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。 7

苦情受付の窓口や対応手順について契約時や重要事項説明書を通して

保護者へ周知を行っている。また、苦情があった際には迅速に事実確

認を行い関係職員間で情報共有を行ったうえで適切な対応を検討する

体制を整えている。

対応後のフォローや改善内容の共有について十分に伝え

きれていない場合があるため、対応結果や改善策を丁寧

にフィードバックする体制の強化が求められる・

42

定期的に通信等を発行することや、HP やSNS 等を 活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。 7

HPやSNS等も活用し、タイムリーな情報発信や事業所

の取り組みの見える化を図っている。重要な連絡事項に

ついては書面だけではなく連絡帳や送迎時の口頭説明も

併用し、確実に伝わるよう配慮している。

情報発信は行っているものの保護者によって確認状況に差があり、必

要な情報が十分に伝わっていない場合がある点が課題である。今後は

複数の伝達手段を久美合わせると共に重要事項については確認の徹底

を図る必要がある。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

7

個人情報の取り扱いについては、管理方法や取り扱い

ルールを明確に定め、職員間で共有している。紙媒体の

書類は施錠出来る場所へ保管し管理体制を整えている。

ヒューマンエラーによる情報漏洩のリスクを防ぐため、

ダブルチェック体制の強化や運用ルールの明確化を図

り、継続的な改善に取り組んで行くことが課題である。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
7

子どもの特性に応じて視覚的支援や具体的で分かりやすい言葉かけを

用い、理解しやすい伝達方法を工夫している。保護者に対しては連絡

帳や送迎時の対面でのやり取り、面談等を通じて日々の様子や支援内

容を丁寧に伝えている。

子ども一人ひとりにより適したツールの検討や更新がが十分とは言え

ないため定期的な見直しと工夫の継続がもともられる。今後は支援方

法や伝達手段の標準化、共有を進め、職員間で統一した対応が出来る

よう改善が必要である。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
7

令和８年度は地域住民を招いて交流を図る取り

組みを実行する事が出来なかった。

現在、地域住民を招待する行事等の実施には至っておらず、地域との

交流機会が十分に確保できて居ない事が課題である。今後は感染症対

策や安全面に配慮しながら地域行事への参加やボランティア活動の検

討等、無理の無い形から段階的に地域との関わりを増やしていく必要

がある。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。 7

事故防止、緊急時対応、防犯、感染症対応に関する各種マニュアルを

整備し、職員がいつでも確認できるよう冊子として整備している。ま

た、職員研修やミーティングの中で内容を定期的に確認し、共通理解

のもとで対応できる体制作りを行っている。

各種マニュアルは整備しているものの、内容が多岐にわたるため職員

によって理解度や活用状況に差がみられる点が課題である。今後重要

ポイントの整理やチェックリスト化を行い現場で活用しやすい形へ改

善が必要である。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7

業務継続計画を策定し、非常災害時における対応体制や

役割分担を明確化した上で、職員間での共有している。

職員によって理解度や対応力に差がみられるため個々の

役割に応じた訓練や振り返りの強化を行い、全体の底上

げを図る必要がある。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
7

利用開始時にアセスメントシートや聞き取りを通して、

服薬状況や既往歴、てんかん発作の有無等を詳細に確認

している。また、個別計画や健康管理票に情報を整理

し、職員間で共有できる体制を整えている。

事前確認は実施しているものの、情報の更新が保護者か

らの申告に依存している面がある。今後、定期的な確認

の仕組みを整え、確実に情報更新が行われる体制作りが

必要である。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
7

現在、該当児童は居ないが備えた取り組みを定

期的に確認している。

現在該当児童は居ないが、今後の受け入れに備え、医師

の指示書の管理方法や対応マニュアルの整備、職員研修

の実施等、体制の強化を図っていく必要がある。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7

安全計画を策定し、事故防止や緊急時対応に関する体制

を明記したうえで職員間で共有している。また、定期的

な訓練を実施し、地齋の場面を想定した自薦的な対応力

向上に努めている。

安全計画に基づく取り組みは実施しているものの、訓練や研修が形式

的になりやすく、実際の緊急時を想定した応用的な対応力の向上に課

題がある。また、職員間での経験や理解度に差が見られた為、個々の

習熟度に応じたフォローや振り返りの機会を増やし全体の対応力の底

上げを図る必要がある。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7

契約時や個別支援計画の説明時にお伝えし保護者に対し

て理解を頂けるように努めている。また、避難訓練や防

災・安全に関する取り組みについてはお便りや連絡帳等

を活用し周知している。

周知の機会は設けているものの、保護者によって理解度に差がみられ

るため、より分かりやすい説明方法や伝達手段の工夫が必要である。

また、周知が一方的になりやすく保護者からの意見や不安を十分に把

握しきれていない面があるため、双方向のやり取りを強化していく必

要がある。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
7

ヒヤリハット事例については、発生時に速やかに記録を作成し、職員

間で共有できる仕組みを整備している。また、定期的な職員会議にお

いて事例を取り上げ発生要因の分析や具体的な再発防止策の検討を

行っている。

ヒヤリハットの報告は行っているものの、職員によって報告の内容や

視点にばらつきがあり、記録の質に差が見られる点が課題である。今

後は記入のポイントを明確化そ、誰でも同じ視点で記録できるよう改

善が必要である。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
7

虐待防止に関する研修は年に複数回の内部研修を計画的に実施し、全

職員が共通理解持てるように取り組んでいる。内容は身体的・心理的

虐待等の具体例や不適切支援の気づき、対応方法等を取り上げ、日常

支援に直結する内容になるよう工夫している。

研修の実施は継続しているものの、内容が座学中心になりやすく、実

際の支援場面での具体的な対応力の向上に課題がある。今後はロール

プレイや事例検討等を取り入れるなど、より実践的な堅守内容の充実

が必要である。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。 7 該当者無し（実施無し）

身体拘束は原則行わない方針とし、やむを得ない場合に限り組織的に

判断します。事前に児童及び保護者へ十分な説明を行い同意を得たう

えで、個別支援計画に明記します。実施時は記録と振り返りを行い支

援の改善へ繋げていきます。
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